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E1izabethGaskellの短編小説“Bessy，sTroublesatHome'，（1852）の批評

には、主人公BessyLee（15歳）（主たる登場人物については、「図１：Main

Charactersin``Bessy，sTroubIesatHome，，」を参照きれたし）が失敗を通し

て学ぶこと、即ち、作品の訴える道徳や教訓を指摘して、作品の主題とするも

のが多い。たとえば丁①unselfishnessの重要性（Dullemenl62;Sharps,Ｊ・G

139;Wardxxxi-xxxii；多比羅53-54,59；山脇iv-v)、②女性の役割を認識する

ことの大切さ（Bacigalupo68;Bonaparte41-42;Stoneman51)、③自分に課

せられた義務を全うすることの神聖さ（Gallagher78-79；Green515-16；

Rubeniusl25,221;多比羅53-54)、④幸福な家庭の必要性（Rubemusl45-46)、

等々（他に、Manchesterの労働者の生活実態を描いた作品群の一つとする読

み方をしているものもある（Bonapartel91；Duthie72；Gallagher78-79；

Stoneman46;山脇iv))。

いずれも主題を的確にとらえたものであるが、批評としては物足りない。何

故なら、このようなことは、作者が作中人物に語らせていることであり、殊更

に指摘されずとも、大概の読者には感知できることだからである（主題

(moralと言い換えてもいい）の明白性を指摘して、Bacigalupoは、「Bessyは、
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Jem、Mary'ｓdoctor、thenarratorの三人の説教者に諭され 」と言い､ 語

り手のことを“theobtrusivepresenceofthestorytellingpersona,WhOhasno

scruplesaboutdestroyingtheimaginativeillusion，，と呼んでいる（67-68）；

Launは「BessyはＪｅｍとｔｈｅdoctorの二人に諭される」と言う（42)；

"[`Bessy，sTroublesatHome，has］aclearmoralpurposeandanexplicitly

statedChristianmessage，'（Reddy26))。また、これでは、Mrs,Gaskellの初

期作品の欠点としてたびたび指摘きれるdidacticism（教訓癖）を無批判に受

容するだけである。上記の批評にこのような物足りなさが伴うのは、作品の内

容だけを頼りに主題を判断し、構造面からの裏付けを欠いていることが、その

大きな理由の一つである（｢作品の内容（作品の一部または全体のメッセージ)」

のみを論拠とすると、論者は自説の裏付けとして自分の解釈に都合のよい箇所

のみを引証することが可能になるから、作品解釈は論者の数だけ生じることに

なる。一方、「作品の形式（内面構造・技法)」を論拠にすると、論者は客観的

事実を土台にして自説を開陳せざるを得なくなり、その結果、作品解釈は誰が

論じてもある程度絞られたものとなる。文学作品が「内容」と「形式」から出

来ている以上、「内容」だけを頼りに主題を追求するのではなく、「形式」を土

台に「内容」を把握し、その上で主題を探ること－つまり、作品に何が描か

れているかではなく、それがいかに描かれているか、に批評の焦点を結ぶこと

(川口38）－の重要性を筆者は痛感するものである。例えば、作中の`情報を

徹底的に分析・整理した結果、綿密に構想きれた全体像が「嵐が丘」に隠れて

いることを証明したＣ・Ｐ､Sangerの“TheStructureofWtJt/te7i7zgHbig/its，，

(1926）を見よ。それまで「内容」のみを論じて酷評されていたこの作品が、

以降、この論文の影響を受けないでは論じられなくなった)。

そこで本稿では、「作品構造を詳細に分析することで作者の創作意図を明ら

かにする」という方法を採ることによって、作品の主題を、構造面から裏付け

てみたいと思う。

まず、筋の展`開を整理することによって、全体を六つの場面のまとまりに区

切った上（Ⅱ－Ａ)、それを基に、場面ごとの主要人物の登場頻度を調べ、重

要人物を特定する（Ⅱ－Ｂ）(勿論、「登場人物の重要度が言及回数に比例する」

とは限らないけれども、それを判断する有効な手段の一つにはなるん次に、

そうしてクローズアップきれたMrs・ＬｅｅとＭａｒｙについて､その■描かれ方を

検証し（Ⅱ_Ｃ、Ⅲ－Ａ)、Ｍａｒｙについては主人公Bessyの描かⅡ那方と比口較

してみる（ｍ－Ｂ)。最後に、そのようにして明らかになったMaryiの存在意

義を、作品の主題に絡めて述べ、本稿の結論とする（Ⅳ )b
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Ⅱ作品構造の解明

Ａ、六場面の特定

筋の流れを綿密に読み込んでいくと、物語が六つの場面から構成されている

ことが分かる。この項では、そう判断する根拠を述べる（随時、「表１：Main

Eventsin“Bessy，sTroublesatHome，,」を参照きれたし)。

Mrs･Ｌｅｅ

Ｔ

nｙ
、【】【

｡、ＨＰ

ｔｈｅdoctor

図１：MainCharactersin“Bessy,sTroublesatHome，’

１．第一場面（514頁第１段落～515頁第８段落）

物語は、Mrs・Leeの転地療養をめぐるBessyとMrs・Leeの会話から始まる.

この会話は、Mrs・LeeがBessyの要請を受け入れ、Southportの病院に入院

することを受諾することによって終わるから、ここまでを第一場面とする。こ

こで作者は、①「自己主張が強い“headstrong，'｣IというBessyの欠点（期待

したほどの喜びを母親が示さないことに、「やっとの思いで入院許可をもらっ

てきたのに」という利己的な感情から、彼女は腹を立てざえする（514)）と、

②家庭を“comfortableandpleasant，，にしておくことが如何に大事なことか

というMrs・Leeの価値観、の二点を読者に印象づけている。この二点は､｢Bes-

syが自己の過ちを認識して、幸福な家庭を作る秘訣を学んでいく」という今

後の展開を考慮すると、物語の根幹要素を冒頭に提示していることになる。
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２．第二場面（515頁第９段落～520頁第４段落）

第一場面から二・三日後（記述がないのではっきりとは特定できない）の水

曜日の出来事が綴られるのが、第二場面である。「留守中、家庭を"comfort‐

able,,にしておく」という母との約束を果たさんとして自分の計画を優先する

あまり、兄弟たちに対する配慮を失っていくBessyの悪戦苦闘ぶりが描かれて

いる。同時に、Lee家の子供たちの言動とその個性が紹介きれる。母親不在中

の家庭の様子を描く第五場面までの、起点となる場面である。

●

■
Ｂ
０
Ｐ
Ｂ
Ⅱ
０
０
０

３．第三場面（520頁第５段落～526頁第１段落）

この場面は、Bessyが「母親のために足かけを編むこと」に熱中し始めたた

めに家事を蔑ろにすることになり、その結果、家庭内の不協和音が高じるざま、

を描いている。ここは、第二場面の翌日（木曜日）の出来事になるし、前場面

で描かれたBessyの利己的なふるまいが敷桁きれて述べてあるので、前場面と

区別する。「こんな家庭にはいたくない」という趣旨のＴｏｍの科白に続く文

"Bessylookedup，ｓｕｄｄｅｎｌｙｗａｋｅｎｅｄｕｐｔｏａｓｅｎｓｅｏｆｔｈｅdangerwhichher

motherhaddreaded，'（525)．は、「Bessyが利己的になるにつれ、家庭の平和

が崩壊していく」という創作の構図が表面化している箇所である。

４．第四場面（526頁第２段落～530頁第８段落）

第四場面は、同じ週の土曜日の出来事を叙述する。ここでは、第二場面・第

三場面と構築されてきたBessyの利己性が、「家の掃除をＭａｒｙに任せて、自

分はMrs・Scott宅にアルバイトに行く」という形で頂点に達し、その天罰で

あるかのようなＭａｒｙの事故が起きる。後述の「表２：“Bessy，sTroublesat

Home”における主な登場人物の場面別頁当たり言及頻度」や「図２：主要人

物の場面別頁当たり言及頻度グラフ」などから分かるように、第二から第五ま

での四場面のうち、ここだけ、描写の主体がBessyからＭａｒｙに変わる。いわ

ば、物語の転換部に当たる場面である。

５．第五場面（531頁第１段落～535頁第３段落）

同じ土曜日の描写でありながら第四場面と区別するのは、ここからBessyが

分の過ちを認識する段階に入るからである。自ら招いた事態『の重要さに圧倒

されたBessyは、Ｊｅｍや医者の説諭に素直に耳を傾ける（Bessyが医者から論

きれるのは、時間的には翌日曜日のことだが、時間の推移が段落を変えずに示

されていることから察せられるように（534第４段落) ここでは時の経過はぎ
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(ｲ）Bessyが、Mrs・LeeをSouthportの病院に入院させるための許可
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s,Leeが三週間の予定で、Southportへ出発（515-16）
母の留守中、家の切り盛りを任されたBessyは、楽しい家庭にしよ

と張り切る（517）

ｙｓ

力勺ｅｍのために借りてきた本の朗読を、Ｔｏｍは拒否

ミルクをこぼしたJennyを、Bessyが叩く（518）

(519）
｢楽しい家庭にしようと努力するけど、思い通りにならない」と

(519-20）
、

(ｲ）次の日、Ｍary

もらってくる（520）
は、NedBatesの元へ出かけ、Ｊｅｍの必要なものを

(ﾛ）Bessyが、Mrs,Foster宅へ行き、土曜日にMrs・Scott宅で掃除の
アルバイトをして月曜日には返済するという条件で、母親に編み物を贈
るためのウール代18ペンスを借りる（521-23）
しり午後、Ｍary とＢｍが、comfortlesshomeに帰って来る（523）

(二）Bessyが、Jennyを連れてくるよう命じたため、Ｍａｒｙは明日の授
業の準備が出来ない（524）

㈹Bessyは、勉強中のBillの質問に、いい加減にしか答えない（524）
(へ）「こんな家庭では、世の男たちが、夕方になると、家を出て行きた
<なるのも分かる」と、Ｔｏｍ力f不平をこぼす（525）

(ﾄ）Bessyは、編み物で母親を喜ばすことに夢中で、Ｍａｒｙの都合を思
いやる余裕がない（526）

(ｲ）Ｍary の九九の授業がある日（524）

(ｲ）朝、家の掃除をＭａｒｙに託して、BessyはMrs・Scott宅に出かけ
る（526-27）
(ﾛ）Ｍary が、Ｍ霜.Jonesに小言を言われる（527）
しりＴｏｍに怠惰を責められたＭary を、Ｊｅｍがいたわる（528-29）
(=）熱湯を入れた鍋を抱えようとしたJennyを止めようとして、Ｍａｒｙ
が火傷を負う（529）
㈹ＴｏｍとJemが工場から帰宅し､家中の混乱を目の当たりにする(530）

(ｲ）Bessyが、Mrs・Scott宅から呼び戻される（531）
(ﾛ）Ｊｅｍが、Bessyの過ちを指摘する（532）
しり「みんなを幸せにすると母さんに約束したのに、こんな結果になる
なんて…」と、Bessyが嘆く（533）
(二）Bessy、Maryの看病をする（534）

(ｲ)‐Ｍａｒｙを入院させる手続きを終えて、早朝に医者が来、「Mrs､Ｌｅｅ
帰宅の件は、自分に任せて欲しい」とＪｅｍに言う（534）
(ﾛ）医者が、Bessyに、過ちを諭す（534-35）
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して重要ではないので、それを基に場面を区切ってはいない)。ここは、これ

まで追求してきた「Bessyの利己性」の過ちを明確化し丁合わせて、彼女が学

ぶべき教訓を述べた部分であり、四場面からなる「劇中劇」の結論部になって

いる。

６．第六場面（535頁第４段落）

最終段落は、作品全体の総括と後日認になるから、第六場面とし、独立させ

る。作者はここで、「女性が家庭の幸福に寄与するためには、利他的になり、

自らに課された義務を精一杯実行することが重要である」と、作品の主題を吐

露する。最後は、再びBessyとMrsＬｅｅとの会見の場を用意し、Bessyの,海

`俊の情の深さを読者に印象づけて、物語を締めくくる。

以上、物語を六場面に分類する根拠を述べてきた。興味深いことに、この作

品は、第一場面に「強`清なBessyが、母との約束を果たして、快適な家庭を演

出できるかどうか」という問題を忍ばせることによって、それを物語の導入部

にし、最後の第六場面で、第二から第五場面を通してBessyが学んだことが幸

福な家庭を作る必須要件であると述べ、それを第一場面で提起した問題の解答

にしている。しかも、途中の四場面は、母親不在中の子供たちの様子を描いた、

いわば「劇中劇」であり、「起承転結」構造を有している。

作者が何故この作品を「全くの下作“completerubbish，，」（血tters845）と

呼んだのかは謎だが（その理由について、Ｌａｕｎは、「Bessyの改心が早急、か

つ完壁すぎたからではないか」と推量している（41))、このような構成が浮か

び上がった以上、少なくとも作品構造に配慮を欠いたからでないことは確かで

ある（"Itshouldberememberedthatnearlyallofthemediocrewriting,both

fictionandnon-fiction，wasdoneforperiodicals，ｏｎｄｅｍａｎｄｏｆＤｉｃｋｅｎｓｏｒ

ｓｏｍｅｏｔｈｅｒｍａgaZineeditor，Ａｓｓｕｃｈ，itbetrayscharacteristicmarksof

haste：poorconstruction,１ackofaccentortoomuchaccent,melodramaand

sentimentality,undevelopedcharacterswhoserveasmouthpiecesfortheut-

teringofedifyingmoralprecepts，ＳｏｍｅｏｆｔｈｉｓｓｔｕｆｆＭｒｓ、Gaskellgood-

naturedlywroteforTraversMadge，sStJ7zdqySbhooJPe7z叩MUgzz2ri7ze:`Hand

andHeart,ａｎｄ`Bessy'sTroublesatHome,，，（322).と、Hopkinsは手厳しい

けれども)。
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Ｂ・主要人物の登場頻度

作品構造を解明する第二段階として、前項で設定した場面ごとに、主要人物

八人（Mrs・Lee、Ｔｏｍ、Ｊｅｍ、Bessy、Bill、Mary、Jenny、そしてthedoctor）

が、作品中で何度言及されるかについて調べてみる。

「表２：“Bessy，sTroubIesatHome，’における主な登場人物の場面別頁当

たり言及頻度」をご覧いただきたい。これは、作品中の固有名詞と代名詞を基

に、各人物への言及回数を場面ごとに累計し、その結果を各場面の頁数で除し

たものである。「図２：主要人物の場面別頁当たり言及頻度グラフ」は、その

結果を視覚化したものである。

このグラフが提示する結果を分析すると、次のような問題点が浮かび上がる。

即ち、①Maryへの言及回数が、主人公Bessyに次いで、しかも、他の主要人

物を引き離して多いことには、何か作者の意図が隠されているのではないか。

②「劇中劇」四場面のうち、第二・第三・第五場面はBessyへの言及が最も多

いのに、第四場面に限りＭａｒｙへの言及回数が突出していること、これにはど

んな意味があるのか。③Mrs・Leeは、第一場面と第六場面以外実際には登場

しないのに、第二から第五場面でも言及がなくならないのは何故か。

①と②はMaryの、③はMrs・Leeの、存在意義にかかわる問題点である。

Ｍａｒｙについては、次章で詳述するので、ここでは、Mrs・Leeへの言及がなく

ならないことの意味について、物語を彼女を中心に読んでみることによって、

考えてみたいと思う。他の登場人物について分析することは、「構造分析によ

り執筆意図を探る」という本稿の方針から見て委細に過ぎるので、①Jemと

thedoctorが、Hopkinsの言う“undevelopedcharacterswhoserveasmouth-

piecesfortheutteringofedifyingmoralprecepts''（322）になっていること

を指摘し、②「子供たちの描写の巧みさ」を評価する意見があること

("Childrenarethemselvesthemainactorsin…`Bessy'sTroublesatHome，”

(Duthie73)；“awholefamilyfullofvariedpersonalities，，（Laun43)；多比

羅58）を紹介するにとどめる。

Ｃ･MrsLeeの存在意義

作者は、第一場面で、Mrs,Ｌｅｅに“[T]ere'sadealoftemptationtotake

them[TomandJem]awayfromtheirhomes,iftheirhomesarenotcomfort-

ableandpleasanttothem'，(515)．と言わせ、それを聞いたBessyに"Iwilltry

tomakehomecomfortableforthelads,ｉｆyou，llbutkeepyourmindeasy,and

goofftoSouthportquietandcheerful，，（515)．と答えさせることによって、
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表２：``Bessy'sTrOublesatHome，'における主な登場人物の場面別頁当たり言及頻度

各翰面の頁概数２０４５６０４０４５０５

ＭＬｅｅ ２６０７８４０１３５６８０６７

Ｔｍ ５０１１３２７３０４０００５０

Ｊ、 ５０８７３８７５２１８４０９４

Ｂ１８０２４２２０８３８２８７２２０１９８

Ｂ111０５１１３８０５３８００２２

Ｍａｙ Ｏ５８９１６７３２３１１６１００１５２

Ｊｅｙ ｌ５９６２７１４０４０００６３

Ｄｏｃｔｏ Ｏ５０４０００３６７２０１６

※本表は、GaskeU,Elizabeth.‘Bessy'sTroublesatHome.'，ｍｅＷｏ７ﾉbsqfM9s､Gczs舵"、
1906．NewYork:ＡＭＳPress,1972.514-35.における主な登場人物の場面別言及回数を、
の頁数で割り、場面ごとの一頁当たりの言及頻度を求めたものである。

Vol、３．

各場面

｢母親の留守中、果たしてBessyはその約束を守れるだろうか」という問題を

軸に、この物語を展開していくことを表明している。（a）

第二場面の初めには、「Lee家が、Mrs､Ｌｅｅを中心にした、思いやりにあふ

れた家庭であること」が紹介される（①TomとＪｅｍは稼ぎの全額を母に渡す

し、②母はそのうち幾らかを各々の銀行口座に貯金させる。③母に栄養をつけ

させるのに必要な高価な食物を手に入れるために、二人は銀行から貯金を引き

出し、④余ったお金は、母の頼みを無視して、銀行に戻さず、母の治療費に充

てる。⑤Mrs・Leeは、必ず子供たちに朝食を与えてから仕事に出かけるし、

⑥TomとＪｅｍの昼食を用意することも忘れない。⑦夕方には、子供たちのた

めに、できるだけ早く家に帰ろうとする)。（b）

その後、「Mrs､Leeが子供たちの行動規範になっていること」が織り込まれ

る。たとえば、①Jennyを早く寝かしつけようとするBessyを、Ｔｏｍは

"Motherneverputshertobedsosoon''（517)．と言ってたしなめるし、②夜

に外出しようとするＪｅｍを、Bessyは“Iknowmotherwouldbebetterpleased

ifyouwerestoppingathomequiet''（519)．と諌める。（c）

第二場面の結末部では、作者は、“Iwishmotherwasback・Theladswould

mindher,'（520)．とBessyに嘆 せ、「TomとＪｅｍの心を、Mrs・Leeは掌握

していること」を示唆している。（d）

場面

頁

(段落）

各場面の頁概数

￣

514

Ｉ

515(8)

2.0

￣

￣

515(9)

520(4)

4.5

￣

二二

520(5)

526(1)

6.0

四

526(2)
Ｉ

530

4.0

五

531

Ｉ

535(3)

4.5

六

535(4)

0.5

頁当たり
平均登場
回 数

Mrs・Ｌｅｅ 26.0 7.8 4.0 1.3 5.6 8.0 6.7

Ｔｏｍ 5.0 11.3 2.7 3.0 4.0 0.0 5.0

Jem 5.0 8.7 3.8 7.5 21.8 4.0 9.4

Bessy 18.0 24.2 20.8 3.8 28.7 22.0 19.8

Ｂｉｌｌ ‐０．５ 1.1 3.8 0.5 3.8 0.0 2.2

Ｍａｒｙ 0.5 8.9 16.7 32.3 11.6 10.0 15.2

Jenny 1.5 9.6 2.7 14.0 4.0 0.0 6.3

Doctor 0.5 0.4 0.0 0.3 6.7 、2.0 1.6
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--回一Ｍ｢s・Lee一一Jem－－Ｂｉｌｌ

－－と－－Ｔｏｍ一一Bessy--e--Ma｢ｙ

一一Ｊｅｎｎｙ

－圏一Doctor

4０

回

3０

2０

’
１０

忍数

０

平均

一ハ

四五

場面

図２：主要人物の場面別頁当たり言及頻度グラフ

また、Ｊｅｍが、くさび用のトネリコ材をもらいに行ったのは、母を不`愉`快

にきせていた窓のきしみをなくすためであったことが判明する（520)。（e）

第三場面の、“Iwishmotherwouldhaveletmegotoworkinthefactoryl，

(522)．と不平をこぼすBessyに対するMrs・Fosterの返答“Thymother

knowsWhat，ｓｂｅｓｔｆｏｒｔｈｅｅ；ａｎｄｌ，ｍｎｏｔｇｏｉｎｇｔｏｈｅａｒｔｈｅｅｃｏｍｐｌａｉｎｏｆｗhat

shehasthoughtright,'（522)．は、「MrsLeeは子供たちの行動規範であるこ

と」を明言したものである。（f）

‘`[L]ittlehandyMarypreparedtheporridgeaswellasthemotherherself
couldhavedone，'（523)．には、porridgeの出来不出来は母親の作るものが基

準になっていること､が明示されている。（９）

Bessyが、Jennyを連れてくるようBillでなくＭａｒｙに頼むのは、“Billis

toocareless,77zothe7says,tofetchJennythroughthestreets'，（524;emphasis

added)．だからである。（h）

頭痛のせいで九九が覚えられない時のＭａｒｙの思いを、作者は次のように書．

き、MrsLeeが彼女の心の慰めであることを示唆している。“Shelongedtogo
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tohermother,whosecoolhandsaroundherforeheaｄａｌｗａｙｓｓｅｅｍｅｄｔｏｄｏｈｅｒ

ｓｏｍｕｃｈｇｏｏｄ,andwhosesoft,ｌｏｖｉｎｇｗｏｒｄｓｗｅｒｅｓｕｃｈａｈｅｌｐｔｏｈｅｒｗhenshe

hadtobearpain''（524)．（i）

第三場面の結末部、物語の半ばを過ぎた頃、作者は“BessylOOkedup,ｓｕｄ－

ｄｅｎｌｙｗａｋｅｎｅｄｕｐｔｏａｓｅｎｓｅｏｆｔｈｅdangerwhichhermotherhaddreaded'，

(525)．と記し、第一場面で提示した「｢家庭を“Comfortable，，にする」という

Bessyの課題」を読者に思い起こさせる。（j）

Bessyは、結局、自分の都合を優先して、母に任きれた仕事を妹に押しつけ

てしまうけれども、その動機は「母の足かけを編むため」である（526)。（k）

第四場面で、言うことを聞かないJennyを脅そうとする衝動をＭａｒｙが抑

えたのは、母親がいつもJennyを大切にしていたことを思い出したからであ

る（528)。（１）

火傷の苦痛の中で、Ｍａｒｙが「死ぬ前にもう一度母さんに会いたかった」と

弱音を吐くが、これは、彼女が母を頼っていることを表していると同時に、家

族の中心がMrsLeeであることを示す一例でもある（530)。（、）

MrsLee不在中の出来事を総括する第五場面のＪｅｍの科白“I,mgoingto

tellyou[Bessy]howlthinkyougotWrongaftermotherleft，,（532)．や、“I

hadpromisedmothertotryandmakeyouallhappy,andthisistheendofit1'，

(533)．というBessyの科白は、第一場面で提起した課題、即ち、「母の不在中

に、Bessyは、母と交わした約束を守り、家庭を``comfortable，'にできるか」

が筋の展開軸であることを，（a）（j）に続いて、三たび読者に喚起するもので

ある。（､）

「Ｍａｒｙの怪我のことを知らせて、母ざんをSouthpOrtから呼び戻すような

ことはしないで」というBessyのＪｅｍへの嘆願は、母親の病状を心からおも

んぱかってなきれたものである（533-34)。（o）

第六場面の後日讃では、「三週間の療養を終え、Mrs・Leeが元気になって戻っ

てきたこと」と、「BessyがMrs・Leeに、わざと自分の罪を強調して、留守中

の出来事を語ったこと」が述べられ、筋の展開軸を四たび読者に提示している。

(p

以上、MrsＬｅｅを中心に物語を検証してきたが、整理すると、Mrs・Leeが

不在であるはずの第二から第五場面でも彼女への言及がなくならないのは、次

の三つの創作意図が込められているからであると判断できる。即ち、
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（１）「『母の留守中、家庭を``Comfortable''にする」というMrsJLeeとの約束

を、Bessyは果たせるかどうか」という問題を基軸に筋を展開することや

（a）（j）（､）（p）

（２）「子供たちの母親思い｣、言い換えれば、「子供たちの心をMrsLeeがつか

んでいること（Mrs・Leeが子供たちにとって愛の礎になっていること)」を読

者に印象づけることや（b）（｡）（e）（i）（k）（、）（Ｏ）

（３）「MrsLeeは子供たちの行動規範であること」を強調すること c）（f）

（９）（h）（１）

つまるところ、MrsLeeには、「家庭を“comfortable，，にする模範的な女幽

としての役割が担わきれており、そのために、子供たちは母親思いであり、家

庭内に問題が生じるたびに母を行動規範として偲ぶのである。

この作品には、上記（b）で列挙したことのほかに、BessyがJennyを叩い

た後すぐに良心の痛みを感じたり（518)、初めはＭａｒｙに非協力的だったＢｉｌｌ

が、その後すぐに彼女を手伝ったり（523)、疲れた身体にむち打って勉強して

いるＭａｒｙの宿題をＪｅｍが見てやったり（525)、ＪｅｍがＭａｒｙに優しい気遣

いを示したり（528-29)、Bessyの怠慢を腹に据えかねていたＪｅｍが、十分に

反省していることを見て取るや、彼女を責めずに、“dear'，と呼んだり（531）

一等々、家庭内が善意で支配されている様子が随所に織り込まれている。こ

れは、母親の愛'情が家庭内の隅々にまで行き渡っていることを強調しようとす

る、作者の意図による（母親が愛情をかけているからこそ、子供たちも優しく

なる)。この意味で、「物語の背景には母の愛がある」（多比羅52-53；山脇ｖ）

とする批評は的を得ている（作者は「女性の最大の幸福は母になることにある」

と考えていたと、指摘する批評もある（Dullemenl62；“Howallawoman'ｓ

life,ａｔｌｅａｓｔｓｏｉｔｓｅｅｍｓｔｏｍｅｎｏｗ,oughttohaveareferencetotheperiod

whenshewillbefulfillingoneofhergreatestandhighestduties，thoseofa

mother,'［Mrs・Gaskell，sdiaryon4Augustl835］（Rubeniusl25))。

Ⅲ．Ｍａｒｙの存在意義

前章で「図２：主要人物の場面別頁当たり言及頻度グラフ」を分析した際に

指摘したＭａｒｙの存在意義に関する二つの問題点について、検討してみよう。

①Maryが主人公に次いで言及されるのは、とりもなおさず、彼女が準主役
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級の役割を担わされているからであることは容易に想像がつく。また、②第四

場面でMaryへの言及が急増するのは、Bessyに掃除を任きれた後の彼女の奮

闘ぶりが中心に描かれるからであることも容易に分かる。同時に、この場面に

は「Ｍａｒｙの火傷」という「筋の転換点」が描かれているので、このことが言

及増加の大きな要因となっていることも見逃せない。以上の点を考慮すると、

作者は「準主役級の登場人物に火傷を負わせた」ことになる。この創作上の工

夫には、－体どのような意味があるのだろうか。

Ａ、Ｍａｒｙの善性

「Maryへの言及頻度がBessyに次いで高いことの意味」を明らかにするた

めに、Maryがどう描かれているのかを、順を追って跡づけてみることにする。

Ｍａｒｙの具体的な行動が作品中に初めて描かれるのは、第二場面で、衝動的

にJennyを叩いてしまったことを悔やんでいるBessyを慰めるところである

(518-19)。このような優しさを備えたＭａｒｙを、作者は“Marywasnota

quickchild；shewasplainandawkwardinherways,ａｎｄｄｉｄｎｏｔｓｅｅｍｔｏｈａｖｅ

ｍａｎｙｗｏｒｄｓｉｎwhichtotellherfeelings,butshewasverytenderandloving，

andsubmittedmeeklyandhumblytothelittleslightsandrebuffssheoften

metwithforherstupidity，'（519)．と紹介している。そのようなＭａｒｙの価

値をBessyも認めていて、“Marywasahelpandacomfort,asshealwaysis'，

(520)．と言う。

翌日の出来事を描いた第三場面で、Ｍａｒｙは、Ｊｅｍが必要としていたトネリ

コ材をもらって来、学校の話を聞かせると約束してJennyを早く寝かしつけ、

昨晩うまく行かなかったBessyの計画がつつがなく成就するよう準備する。そ

ういう彼女の態度を、作者は“[T]husMaryquietlyandgentlypreparedfora

happyevening,byattendingtothekindofhappinessforwhicheveryone

wished'，（520)．と総括する。

Bessyの怠慢のせいで"colnfortless'，になった家に帰って来て、頭痛やＢｉｌｌ

の不平の追い打ちで泣きたくなった時、Ｍａｒｙは“Nevercomplainofwhat

youcancure.''とか"Bearandforbear.，,という学校の先生の言葉を思い出し

て自らを抑え、火を起こす準備を始める（523)。薪を持ってくるのをBillに

断られると、自ら黙々と運んでくる（523)。

明日の宿題の準備を犠牲にしてJennyを連れ戻しに行ったＭａｒｙのことを、

作者は“[I]ftheteachercouldhaveknownhowmanｙｔａｓｋｓｆｅｌｌｕｐｏｎｔｈｅ
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willing,gentlegirlathome,shewouldnothavethoughtthatpOorMarywas

slOworadunce''（524)．と書き、彼女の愚鈍さを弁護している。

頭痛のせいで宿題がはかどらず、Jennyとの約束を果たせないでいる時、そ

うなった根本原因はBessyのわがままであるにもかかわらず、Ｍａｒｙはただ

Jennyに済まなく思うばかりである（525)。また、夕食の準備が出来ていない

ことをＴｏｍとＪｅｍに責められてBessyが自己弁護している間にＶＭaryは宿

題を中断して兄たちの食事の準備をする（525)。

第四場面に入って、家の掃除を押しつけられたままBessyに外出されても、

Ｍａｒｙは姉を恨むことなく、むしろ責任の重い仕事を任せてくれたと感謝する

(527)。一方で作者は``Maryneverdidthinkofanyhardships;theyseemedthe

naturaleventsoflife,ａｎｄａｓｉｆｉｔｗａｓｆｉｔｔｉｎｇａｎｄｐｒｏｐｅｒｔｈatshe,whoman-

agedthingsbadly,andwassuchadunce,shouldbeblamed，'(527)．と書いて、

Ｍａｒｙの「打たれ強さ」を印象づける。

だだをこれるJennyを辛抱強く家に連れ帰り（528)、昼食のポテトパイが間

に合わなかったことをＴｏｍに責められても、Ｍａｒｙは、黙って耐え自己弁護

をすることはしない（528)。また、Ｊｅｍが自分を慰める言葉をかけてくれた後、

｢優しい兄を与えてくれた」と神に感謝する謙虚な心の持ち主でもある（529)。

第五場面では、火傷の激痛によるせん妄状態の中でもBessyに対する思いや

りを忘れず、“Pleaseforgiveme,Bessy,iflWascross，，（531)．と謝る。

以上、Ｍａｒｙを中心に筋をたどってきて明らかなことは、作者は一貫して

Ｍａｒｙを「善い人間」として描いている、ということである（｢善」という言

葉を、筆者は「神の徒やキリスト教倫理に適うこと」という意味で用いている)。

作者はどのような意図でＭａｒｙをそのような人間に設定したのだろうか。こ

のことを明らかにするために、BessyとＭａｒｙの行動を次項で比較してみよう。

Ｂ、BessyとＭａｒｙの行動比較

「表３：BessyとＭａｒｙの場面別行動比較」は、物語からBessyの罪と考え

られる事象を拾い上げ、それに対応するＭａｒｙの行動を対比きせたものである。

Bessyが罪を犯していると考えられる箇所は全部で11ある。そのうち、八カ

所について、Bessyと同じ状況に置かれた際のＭａｒｙの行動が描写してある。

しかも、Ｍａｒｙの対応はどれも「善いもの」として描いてある。「Bessyの行動

の72.7％についてＭａｒｙの行動を対比させた上、Ｍａｒｙの対応の方を100％の

確率で善いものにする」という描き方には、作者の作為を感じないではいられ
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表３ BessyとＭａｒｙの場面別行動比較

￣

※作成は、GaskeU,Elizabeth."Bessy'sTroublesatHome.'，Ｔ/ｔｅＷＯｒ舵⑰M7os､GasjbeJZ・Vol､3.
1906．NewYork:ＡＭＳPress,1972.514-35.による。

ない。即ち、作者は、ＭａｒｙをBessyの模範に仕立て上げるつもりなのである

(もっとも、Ｌａｕｎは“[T]hemoralBessyistolearnisbynomeansasimple

one・Marymanagestopleaseothers,butBessywithherclevernessandspirit

場
面

Bessyの利己性 対応するＭａｒｙの行動

①Southport病院への入院許可証をやっとの
思いで手に入れたのに、期待したほどの喜び
を母親が示さなかったので、不愉,決になる

(514-15）

(Ｍary がMrs・Leeと直接話をする箇所なし）

一

一

一

②自分の計画の邪魔になるからと、Jennyを
無理矢理早く渡せようとする（517）

③Jemのために用意した本に、Ｊｅｍが関心を
示さなかったことから、彼に対して苛立ちを

覚える（518）

④思い通りにならない苛立ちから、ミルクを

こぼしたJennyを叩く（518）

⑤Bessyの反対を押して、夜遅くトネリコ材を
もらいに行ったＪｅｍが、目的を果たせないま

ま帰ってきた時、「罰が当たった」と責める
(520）

⑥ウール買いたさの余り、お金を持っている
人を妬む（522）

⑦Mrs・Foster宅で編み物を習うのに夢中で、

B、とMaryの夕食の準備を怠る（523）

③自分の怠慢を棚に上げ、帰宅するやいなや、

Maryの都合も聞かず、Jennyを連れてくるよ
う命じる（524）

⑨編み物に夢中で、勉強中のBillの質問を蔑
ろにする（525）

⑩夕食の準備ができていないことをＴｏｍと
Jemに責められて、自己弁護する（525）

⑪母との約束を破り、家事をMaryに任せて、
Mrs・Scott宅に雑役婦のアルバイトに出かけ

ろ（526）

＝「学校の話を聞かせてあげる」とJennyの
興味を引いてから、無理なく寝かしつける
(519）

－￣￣ｃｃ｡｡｡￣Ｃ●￣1■字一一一一●□￣■●●￣Ｃｌ■Ｃ￣￣￣￣●●■￣･●●■￣￣￣U■￣■･●■●■●●■●●ＣＣＣ￣･●･ＣＣ●ＣＣＣ●●●￣｡￣￣'

＝Jemが必要としているトネリコ材を取って
来ることにより、Ｊｅｍのためになった上、Ｊｅｍ

が外出しないで済むようにすることにより、

彼のために本を借りてきたBessyの面目も立
つようにする（520）

＝Mrs・Jones宅からの帰り、聞き分けのない

Jennyを叱ろうとする衝動を抑え、辛抱強〈
連れ帰る（528）

－翌朝、Ｊｅｍのために、登校途中でトネリコ
村をもらってくる（520）
＝Jemのような善い兄が与えられたことを、

神に感謝する（529）

(Maryの金銭に対する考えを描写した箇所な
し）

＝不平を言いたい気持ちを抑え、火を起こし、
夕食を作る準備を始める（523）

＝「明日の授業の予習ができない」と、一旦
は反儲するが、結局Bessyの言うとおり
Jennyを連れに出かける（524）

、

(MaryがBillの質問に対処する箇所なし）

＝Bessyが自己弁護している間に、授業の予習
を中断して、兄たちのために食事の準備をす
る（525）
＝ポテトパイが間に合わずにＴｏｍに責められ

ても、自己弁護しない

＝Bessyが自分を信頼して家事を任せてくれた、
と喜ぶ（527）

四 該当個所なし

五 該当個所なし

六 該当個所なし
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…ｃａｎａｍｕｓｅｈｅｒｆａｍｉｌｙａｓＭａｒｙｃａｎｎｏｔ,soBessy'slessonisnotmerelytO

1earntoimitateMary,buttolearntactwhileretainingspirit'，(44)．として、

筆者とは若干違った見解を示している)。

それは、①自分が自己弁護している間に、Maryが授業の予習を中断して兄

たちの食事の準備をしたことを知ったBessyを、作者が“suddenlyashamed

ofherself,andtouchedbyMary'Squiethelpfulness'，（525）と叙述している

こと、および、②第五場面でBessyに過ちを諭すJemが、“[T]hosefolkswho

makehomethehappiesｔａｒｅｐｅｏｐｌｅｗｈｏｔｒｙａｎｄｆｉｎｄｏｕｔｈｏｗｏthersthinkthey

coUldbehappy,ａｎｄthen,ｉｆit，snotwrong,helpthemonwiththeirwishesas

farastheycan，，（532)．と言って、Ｍａｒｙの行動を模範として引き合いに出す

こと、この二つの証拠によって裏付けられる。

これまでの考察で、「Ｍａｒｙの善性を強調し、ＭａｒｙをBess の模範にする」

という作者の創作意図が明らかになったところで、本章冒頭に掲げた「準主役

級のＭａｒｙに火傷を負わせた作者の意図は何か」について考えてみよう。

利己的になって母との約束を反故にしたBessyから見れば、Ｍａｒｙは何の罪

も犯していない人間である。そのMaryが、自分が家事を任せたばかりに火傷

を負うことは、畢寛、自分の罪の身代わりになったことを意味する。“Itwas

allmyownfault，,（531)．というBessyの科白は、彼女自身がその事実に気づ

いていることを、如実に語っている。Ｍａｒｙが怪我をすることは、他の誰が怪

我するよりも、Bessyの良心を痛ませるのに劇的な効果を生む。作者が、Ｍａｒｙ

の善性を強調し、彼女をBessyと対比するように描いた訳は、実はここにある。

"They[`Godforgiveme1,］werethefirstwordsshe[Bessy]hadspokensince

shecamehome，，（531)．という作者の明らかな誤解（Bessyは、帰宅早々“Isit

verybad,Mary?'，とMaryに尋ねている（531)）は、それだけ「妹を自分の

罪の身代わりにしたBessyの良心の痛み」を際立たせんとする創作意図が強い

ことを、却って証拠立てるものである。

Ｍａｒｙの重要性に着目した批評は少なくないけれども（"ItisMarywhoset

theproperexamPleforhersisterBessyandforthereader',（Bacigalupo66)；

“Ｍａｒｙ…istherealheroine”（Easson205)；多比羅57)、Ｍａｒｙが愚鈍であ

ることをとらえて、「作者は、家庭的な女性には「知`性」は必ずしも必要では

ない、と考えている」（Bonaparte42;Dullemenl61）とするのは、うがち過

ぎであろう。Ｍａｒｙが愚鈍なのは、家事の手伝いに時間を取られて勉強する時

間が取れないからで（524)、知性がないかどうかについての記述は、厳密には
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作中にはないからである。

Ⅳ、結

本稿で述べたことを整理すると、次のようになる

まず､「１．序」では、“Bessy'sTroublesatHome'，に関する従来の批評に

は、作品構造への視点が欠落していることを指摘した。それを踏まえて、作品

構造を解明することによって、これまでに指摘された作品の主題を再検証する

ことが本稿の目的であると述べた。

次に、「Ⅱ作品構造の解明」では、「Ａ，六場面の特定」において、粗筋を

綿密に分析することによって、①この作品の構成が六場面からなっていること、

しかも、②各々の場面は、問題提起（第一場面）。「劇中劇」（第二～第五場

面）=結論（第六場面)、という設定になっていること、更に、③「劇中劇」

場面は、「起承転結」構造になっていること、の三点を明らかにした。続いて、

｢Ｂ･主要人物の登場頻度」では、各場面における主要人物への言及頻度を調

べた結果から、ＭａｒｙとMrs､Leeの存在意義に着目した。最後に、「Ｃ、Mrs，

Leeの存在意義」で、MrsLeeが不在中の場面でも彼女への言及が消えない

理由について考え、それには、作者が、①BessyがMrs・Ｌｅｅと交わした「家

庭を“Comfortable，'にする」という約束を、随時物語の中に提示しているこ

と、②子供たちを「母親思い」に設定していること、③家庭内に問題が生じる

たびに子供たちに母を行動規範として偲ばせていること、の三つの理由がある

と指摘した。そして、それはとりもなおさず、Mrs・Leeに「家庭を“comfort-

able,,にする模範的な女性」としての役割が担わされているからである、と結

論づけた。

「Ⅲ．Ｍａｒｙの存在意義」においては、①作品中、Ｍａｒｙの善性が執勤に強

調きれていることと、②作者は、Bessyの利己的な行動に対比するように、作

為的にＭａｒｙの利他的な行動を織り込んでいること、の二点を確認した上で、

｢ＭａｒｙがBessyの犠牲になって火傷を負うことの意味」について考えた。そ

して、それは「Bessyを改心に導くのに、それが最も効果的な方法だから」と、

結論づけた。

以上の考察から、「Ⅳ、結」の締めくくりとして、作品に込められた作者の

創作意図を分析すると、次のようになる。－作者の執筆目的は、「家庭を

"comfortable''にするために女性に最も不可欠なことは、利他的``unselfish,】
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であること」（これが「作品の主題」である）を日曜学校の生徒たちに教える

ことであった（この作品が、ManchesterのUnitarian派の牧師Travers

Madgeが主宰するZ1beSmzdtUySbﾉbooJPe"UMZgZzzj7zeのために書かれたこ

とについては、《Bonaparte41;Chadwick321;Chapple,ＥＪｉｚａＭｈＧａｓﾉbeJZ44；

Eassonl5；Hopkins96-97,113；比tte7sl77；Sanders35；Sharps，』．Ｇ，139；

Uglow299;Wright59》に詳しい。また対Mrs・Gaskellの彼との交流につい

ては、《Chadwickl54,165-66;Eassonl5-16;Mte7sllO,174,677,686,833,

835;Uglowl56-57,193,319,502》を参照されたし)。その目的を最も効果的

に果たすために、まず、生徒たちと同じ年頃の利己的な娘（Bessy）を用意し

た。それから、その娘に過ちを悟らせる役割を担わせた、利他的な娘（Mary）

を創作した。Ｂｅ目ｓｙの後,海を劇的にすればするほど､･主題が効果的に読者に伝

わるから、Ｍａｒｙの善`性を強調し、Bessyの利己`性とＭａｒｙの利他性を対比す

るように描いた。その善人を傷つける張本人に仕立て上げることで、Bessyの

良心の痛みを最大のものにする意図があったからである。ＭａｒｙをBessyの

｢妹」にしたのは、「執筆目的を具現する模範的女性」として二人の母親を指定

できる利点があるからである。

このような作品構造を踏まえた上で、本稿冒頭で紹介した先達たちの指摘す

る作品の主題を見直してみると、didacticな主題の陰に、丹念な構成上の配慮

が働いていることが明らかになる（"Mrs・Gaskellinventedaplotwhichdid

whatwasrequired:itillustratedtheconcludmgmoral,withoutappearingtoo

didacticallycontrived.'，というSharpsの指摘（139）は、その配慮の一端を見

据えてなされたものとして、興味深い)。

Ｎｏｔｅ

1．ElizabethGaskell，``Bessy'sTroublesatHome.''ＴｈｅＷＯｒﾉｾｓｑ/・M･S・ＧａｓＭＪ，
ｅｄ.Ａ､Ｗ・Ward,vol３(1906;NewYork:ＡＭＳPress,1972）515Ｊこれ以降、作
品からの引用は全てこの版により、引証頁数は九括弧に含め、本文中に挿入する。
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